
第１回埼玉県災害対策本部会議

日 時：令和７年２月１１日（火）
１８時００分～

場 所：危機管理防災センター 本部会議室



第１回埼玉県災害対策本部会議 次第
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１ 開 会

２ 対応状況

３ 知事訓示

４ 閉 会



 

 

 

 

 

 

 流域下水道管の破損に起因する道路陥没事故の発生及び下水

道の使用自粛について 
 

 

 令和７年１月２８日に八潮市内の県道松戸草加線中央一丁目交差点内において、中

川流域下水道の下水道管の破損に起因すると思われる陥没が起き、走行中のトラック

が転落する事故が発生しました。 

 

１ 事故概要 

（１） 発生日時 

  令和７年１月２８日(火)午前１０時頃 

 （２） 発生場所 

  県道松戸草加線中央一丁目交差点内（八潮市中央一丁目地内） 

  ※現在、通行規制中 

（３） 現場状況 

 中川流域下水道の下水道管の破損に起因すると思われる陥没が発生 

 陥没発生後、処理場への下水流入量が減少したが、２９日（水）０時頃から処理

場への下水流入量が増加し、下水をせき止めていた土砂の一部が押し流されたもの

と推定 

 

２ 下水道の使用自粛 

八潮市内で発生した中川流域下水道の下水道管の破損について、救助活動が難航

しており、復旧まで時間を要することが見込まれます。 

汚水が溢れる可能性があることから、お風呂、洗濯等の排水の頻度を下げるなど

協力をお願いしてきました。 

令和 ７年 ２月１１日 

１８：００時点 

下水道局 
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排水ポンプで陥没部をバイパスする対策を進めてきたことにより、ご協力をいた

だいてる可能な範囲での下水道の使用自粛と同程度の効果を得る見込みが立ちま

した。 

このため、２月１２日（水）１２時から、下水道の使用自粛のお願いを行わない

こととします。 

県民の皆様のこれまでのご協力に感謝申し上げます。 

また、今後、大雨等により汚水があふれる可能性が発生した場合や工事の段階に

応じて、再度お願いする可能性があります。 

 

なお、該当地域は、さいたま市緑区、岩槻区、川口市東部、春日部市（旧庄和町

を除く）、 草加市、越谷市、八潮市、蓮田市、幸手市、白岡市、伊奈町、宮代町、

杉戸町です。 

詳細は、埼玉県ホームページ「中川流域下水道管に起因する道路陥没事故の発生

及 び下水道の使用自粛のお願い」からご確認ください。 

 

３ 現在の対応 

（１） 国土技術政策総合研究所、日本下水道事業団、日本建設業連合会、埼玉県建

設業協会の協力をいただき、今後の復旧方針について検討中。ドローン等によ

る管渠内の状況確認を実施中。がれきの撤去、地盤改良、スロープの復旧・強

化等を実施中。管渠内の状況を確認できるよう、地上から削孔し管渠内に到達

し、常時監視できる体制を構築。 

（２） 日本下水道管路管理業協会の協力をいただき、事故現場の上流側のマンホー

ルから中川水循環センターへの汚水移送を実施中。 

（３） 関東地方整備局の協力をいただき、下水道の使用自粛と同程度の効果を得る

チュウ４マンホールからチュウ３マンホールへの汚水移送を２月１２日（水）

から稼働予定。 

（４） 関東地方整備局の協力をいただき、春日部中継ポンプ場から近傍の水路・新

方川を経由し中川への下水の放流を実施中。放流の影響を少しでも減らすため、

企業局において希釈水を新方川上流水路に放流、また元荒川から河川水を取水

し新方川上流水路に希釈水として放流を実施中。 

（５） 土木的措置によりキャビンへのアクセスを行うことを決定。工法については、

一旦バイパスとなる下水道管の設置により下水を迂回させつつ、キャビンに向
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けて掘削を進める方法を検討中。 

（６） ２月５日(水)から相談窓口を開設し、事故に関連する電話による様々な問合

せや相談などに応じています。なお、外国人住民の方には「外国人総合相談セ

ンター埼玉」を案内し、連携して対応しています。 

 

４ 今後の対応 

（１）ドローン等による管渠内の状況の確認 

（２）原因究明と応急復旧工事の検討・実施 

（３）同様の下水道管の緊急点検 

 

５ 本対応における受援状況 

（ １ ）国土交通省本省 

（ ２ ）国土交通省関東地方整備局 

（ ３ ）国土交通省国土技術政策総合研究所 

（ ４ ）国立研究開発法人 土木研究所 

（ ５ ）地方共同法人 日本下水道事業団 

（ ６ ）一般社団法人 日本建設業連合会 

（ ７ ）一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 

（ ８ ）一般社団法人 埼玉県建設業協会 

（ ９ ）一般社団法人 埼玉県測量設計業協会 

（１０）公益社団法人 日本下水道管路管理業協会 

（１１）埼玉県地質調査業協会 
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（赤線内の薄い黄色の範囲） 

[ 陥没箇所 ]県道松戸草加線（中央一丁目交差点内） 

マンホール（チュウ４） 

  
 

元荒川 

マンホール 

（チュウ３） 

企業局による 

希釈水の放流 

マンホール（チュウ１２） 

マンホール（チュウ５） 

中川流域下水道管内図（取組状況） 

マンホール（カワ４） 

マンホール 

（チュウ１１） 

複数のマンホールから 

バキューム車で汲み上げた

汚水を中川水循環センター

へ移送中 

草加市公共下水道 

マンホール 

水質調査３点 
1. F494 橋 
2. 昭和橋 
3. 新中川水管橋 

マンホール（ウラ６） 

元荒川からの取水 

を新方川へ放流 

春日部中継Ｐからの 

汚水の緊急放流 

チュウ４からチュウ３へ 

ポンプ車による汚水移送 

春日部中継Ｐから 

マンホール（ナカ１６） 

へバキューム車で移送中 



春日部中継ポンプ場汚水放流 水質測定結果
【 下水道の汚水の河川への緊急放流の状況について 】

・八潮市で発生した下水道管破損に関し、人命救助を優先して道路陥没現場への
汚水の流量を極力減らすために、1月29日より下水道の汚水を春日部中継ポンプ
場より近傍の水路、新方川を経由して中川に緊急的に放流を実施
・放流にあたっては、国土交通省より排水ポンプ車の派遣等、協力を得ている
・汚水の放流による影響を少しでも減らすべく、1月31日より新方川上流水路に希
釈水の放流を行うとともに、2月9日より元荒川から河川水を取水し、新方川上流
水路に希釈水として放流
・2月1日19時、放流点に塩素混和槽を設置し、効率的な塩素混合を実施

【水質調査の状況】

新方川

【希釈水放流点】

①F494橋

② 昭和橋

③
新中川
水管橋

＊ 簡易水質検査キットの値（最大値 １００mg/L）

２０２５年２月１０日採水分

【直近の日放流量】
２月１０日(月)
約28,500m3/d

【直近の日放流量】
２月１０日(月)
約28,500m3/d

２０２５年２月１１日採水分

ＢＯＤ
＊（mg/L）

採水時刻
ＢＯＤ

＊（mg/L）
採水時刻採水地点

１０９：２０１５９：３５① F494橋（新方川）

５１０：２５１０１０：３０② 昭和橋（新方川）

５～１０１１：１５５１１：１０③ 新中川水管橋（中川）

【放流点状況】

【元荒川取水点】

【春日部中継ポンプ場】【春日部中継ポンプ場】【春日部中継ポンプ場】

武徳川用水・大貫堀
【交差地点】

武徳川用水・中之堀川
【交差地点】



キャビン推定位置

八潮市役所

下水本管

マンホール
チュウ3

下水本管

八潮市道路陥没事故 対応事業 ～第1ステップ～

陥没箇所

マンホール
チュウ5

マンホール
チュウ4

下水処理場へ
第1ステップ:２月１２日（水）～

河川への放水と合わせて、事故発生前の
汚水処理量を維持する

排水ポンプで陥没部をバイパス

排水ポンプでバイパス

陥没箇所から約30ｍ

ポンプ車

カメラ
カメラ



八潮市道路陥没事故 対応事業 ～第2ステップ～

平面図

下水本管
バイパス整備

マンホール
チュウ4

第2ステップ:約3か月

陥没箇所

縦断図



流域下水道管に起因する道路陥没事故に係る
災害救助法の適用について

１．法の目的

災害に際して、国が地方公共団体、日本赤十字社その他の団体及び国民の協力の
下に、応急的に、必要な救助を行い、被災者の保護と社会秩序の保全を図る。

３．県内の適用状況

八潮市（１市）

５．主な実施内容

避難所設置に要する経費等について、国と県が負担する。

※災害救助法施行令第１条第１項第４号による適用

４．適用開始日

２．救助の実施主体

埼玉県知事が、災害により被害を受け、現に救助を必要とする者に対して、行う。

令和７年１月２９日から適用する。


